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	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	戸賀沢
	服部
	會津

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	業務
	○

	三浦
	藤田
	工藤
	川井
	佐々木
	油津
	
	
	
	
	

	業務
	早退
	○
	業務
	公休
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成27年度の春健康診断実施中です。胸部レントゲンは各自予約表に入力すること。

対象者：医師、正職員、パート職員、4/1新入職員
健　診：日程：4/27(月)、4/30(木)、5/1(金) 8：00～11：30
胸部レントゲン：日程：4/27(月)～5/2(土) 13：00～16：00
＊採血場所が病院4Ｆユーティリティに変更となっている。

・西濱　喜久美様～デイケアの見学予定。うつ病の方で月・木の週2回利用予定。自宅にいると引きこもってしまう事が多い為、活動性の向上と相談支援を目的として利用希望。来週月曜日か木曜日見学予定であり、現在調整中。

＜利用者様情報＞

・野月　利章様～来所時、服薬状況を確認すると4/24・25服薬できておらず、自宅にあるとの事で次回来所時に持参するよう伝えている。昨日の夕食後薬は19時に服用し、疲れて車中で眠ってしまい、就床前薬を今朝6：30に服用したとのこと。今朝、青陽館へ向かう車中で30分程眠ったとのことで、来所後は居眠りなく他利用者と表情良く交流持っている。また、便がすっきり出ないと話しており、外来へ情報提供しセンナリド2Tが処方となっている。引き続き、本人の話を傾聴しながら生活状況・服薬状況を確認していく。
・根地戸　恵様～先週月曜日に聞かれた不安の訴えはないが、「なんか緊張する」と話しており、状況を確認。何に緊張するのか理由を聞くと「わからない」と話している。担当医に相談してみるように伝え、話を傾聴することで徐々に表情が良くなり、以後同様の訴えが聞かれることなく過ごしている。来所時には本人の話を傾聴し、不安、緊張感の状況を確認・対応方法の検討を行っていく。

・小坂　君子様～先週、デイケア利用者様の氏名を挙げ、数回に渡り幻聴に左右された発言が聞かれた事について、スタッフから状況を確認。「辛かった」と話しているが、「スタッフに話を聞いてもらえたので、今週は落ち着いてます」と話している。服薬について自分から薬のチェックを依頼している。23日の就床前薬服用忘れがあったが眠る事は出来たとのこと。翌日デイケアスタッフへ電話で状況を伝える事ができていることを評価している。本日は表情穏やかで幻聴に左右されず、プログラムに取り組んでいる。引き続き、幻聴がある際は傾聴していく。
・板橋　利美様～昨日帰荘時、決めつけるような態度は嫌だと特定スタッフに対して話すことがあり、傾聴している。本日不機嫌さなく、スタッフ対応も穏やかだが、昼食は味噌汁のみ摂取。今後も訴えを聞きながら、来所時には食事摂取状況を確認していく。
＜外来情報＞
・川端Dr来週5/5休診の為、以下の患者様が2週間処方となっている。
菅野　勝利様・大釜　万知様・川口　尚良様・小坂　君子様・平　京子様

青木　紀子・東海林　康之様・番沢　政勝様・清水　秋男様

・菅野　勝利様～前月5千円生活費が足りなくなったと話しており、普段は出費しない物に使用したとの事。詳細についてははっきり話さず、活気のなさがある。今月・来月も続くようであればデイケアスタッフと相談するよう話がある。
・平　京子　様～胃痛の為内服薬が処方となっていたが、時折痛みがある為、継続で処方となっている。
・清水頭　翼様～本日ハロマンス筋注施行している。
・野月　利章様～3週間排便がないと話し、センナリド処方となる。
・清水　秋男様～ケトプロフェンテープ使用していたが、右大腿部内側にかぶれがあり、処方せず、経過観察となる。

＜勉強会＞
記録について　POSとは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶長SGM
・POSとは（Problem　Oriented　System）⇒日本語で「問題志向型システム」
　＊「患者さんの視点に立ってその患者さんの問題を解決する」事。その患者さん生活背景や悩みなど幅広い視点で患者さんを捉える事が必要。
・POSとSOAPの関係
　S…主観的情報⇒利用者・家族などが訴えた事やその時の事実を記載する。
　O…客観的情報⇒援助者の目で見たこと、聴いたこと、体験したこと。検査データや保険情報・処方内容・その事実を記載する。
　A…客観的な事実、それに対する援助者の評価、課題分析をさす。援助者の専門的な判断結果をいう。
　P…事実、結果に基づいた計画の作成、必要な修正事項、次回チェックするべき項目など。
SOAPで記載するメリット
　①日記のよう文章が並べてあるが、情報が不足している状態にならないこと。
　②情報の洗い出しがされ、経過がみやすくなること。
　③患者さんの情報管理が上手に出来ること。
　④臨床における視点が定まり、適切な考察が出来るようになってくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　臨床における力がついてくる。

